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認 識 内 容理 由 付 け資料番号生徒
⑩国民生活改善政策の必要性
⑩⑬国民生活の経済的苦しさ
⑳国民の負担軽減
三部会の意義と国王の
優しさ
⑩一生懸命働いている工場労働者にもっと給料を与えるべき
⑩⑬お気に入りのお金をあげていることはかまわないが，工場労働者にわたされないのは，差別だと
思う。
⑳農民の苦しい思いに気づき，国民を少しでも楽にさせようとしていると思ったから。
人に平等に意見を求めたり，困っている人を助ける優しい心の持ち主だから。
⑩
⑩⑬
⑳

２８
⑫宮廷の人々への教育の必
要性
④国王の政治的責任の欠如
⑬⑮自国を守る政策
⑳税負担の平等と国民の
政治参加
⑫マリーアントワネットにお金の貴重さを教育すべきであったと思うから。
④国王と国民を見捨てるという最もしてはいけない行いをしたと思うから。
⑬⑮アメリカへの支援がイギリスを倒すことにもつながり，海軍の強化により国を強くしたから。
⑳特権身分の税負担をもとめ，国民を政治に参加させる三部会を開いたから。
⑫
④
⑬⑮
⑳
２９
表５．「絶対王政の学習」前の絶対王政についての印象
印象内容・人数Ｑ絶対王政についてどのような印象をもっていましたか？の回答例
国民のことを考えない自分
勝手な政治
８
○国王が国のすべてを掌握して，あれこれ好き勝手なことばかりしていて，国民にあまり良いように思われていな
いという印象をもっていました。
○絶対王政は，国王が国民のことを何も考えずに，自分の思う政治をしていて，国民に全員によく思われていない
という印象。
○王様だけがいばって，国民のことを考えないような政治をしているイメージをもっていた。
国民が国王に逆らうことが
できない恐ろしい政治
６
○国民のことを考えず，国王を中心として行うということは，国民にとって逆らうことができない恐ろしい存在で
あるとおもっていた。
○国王がすべてを命令して，絶対的に国民が従わなければいけないと思っていた。
○国王の言った事は絶対に言いなりにならなければいけないという印象
国民を苦しめる政治
１４
○絶対王政について悪い印象をもっていました。理由はたくさんの税金を支払う・宮廷の派手な生活・平等に扱わ
れないということがあったからです。
○たくさんの人を苦しませたり，死者を出したりする最悪のものだと思っていた。
○絶対王政は，とてもひどく国民たちを苦しめるだけの政治だと思っていた。
意味がわからない １○最初絶対王政の意味がわからなかった。
表６．「絶対王政の学習」後の絶対王政についての印象○：印象の変化●：印象の変化なし
印象内容・人数Ｑ絶対王政の学習の後，印象はどのように変わりましたか？それはどうして変わったのですか？の回答例
国民の国王の権力への期待
６
○国民は，国王のことが嫌いだと思っていましたが，そうではないことが分かりました。なぜなら貨幣経済の浸透
により，国民が国王の力を必要としていたことが分かったからです。
○ひどいと思っていたけれど，そこまでひどくないと思いました。理由は，資料を読んでルイ１６世もしっかり政治
をやっていたし，国民達も国王の力を必要としていたからです。
国民の国王に対する信頼
５
○印象は少し良くなりました。理由は，国民が国王を信じるようになったからです。
○国王が国民の事を考えて行った政治と思う。国民が国王を信頼してその政治についていったと思うから。
多面的に考察することの意
義
５
○当時有罪として死刑となってしまったが，一方から見るのではなく様々な面からの視野から見ることで，有罪と
いう悪いことだけではなく，国のために力を尽くす国王の良き行動を知ることで，いいことをしている人でもある
と思った。
○絶対王政は国民を苦しめるためだけではなく，国をよくするためもあったということが分かりました。絶対王政
は絶対にだめと思っていたけれど，国民を苦しめていたからだめと決めつけず，その裏にあったいいことなどをしっ
かり勉強していきたいです。
歴史の必然性
２
○絶対王政は，もともとは国民が国王を慕って言いなりになっていたことがわかりました。また，絶対王政は国民
のためになるもので国民の生活が豊かになっていくものなんだと分かりました。絶対王政は国民を助けるためのも
のから，時間が経つごとに国民を苦しめていたんだと思いました。
○絶対王政の成立は，仕方ないかなと思った。成立するまでにさまざまなことがあり，そうすることで国がよくな
るのではないかなと思ったからです。
国家の利益
４
○最初は，絶対王政は残酷なものだと思っていたけど，国のためにあってはいいものだと思いました。
○絶対王政は，重税や不平等だけではなく，国のためになることもあることに気が付いた。
絶対王政の工夫 １○国王がただ政治を行うのではなく，絶対王政を維持させるために，常備軍をおくなど，いろいろ工夫をしていた
のだと思った。
国民の苦しさ
４
●絶対王政は悪い政治ではないと思っていたけれど，資料などを読んでいくたびに，なんて最低な国王なんだろう
と思った。国民は苦しんでいるのになんでこんな悲惨なことができたのだろうかなどと思った。
●うらではいいことをしていたのかもしれないけれど，国民が苦しい思いをしたにはちがいないから，あまり印象
を変わらなかった。絶対王政に対する印象は悪いです。
【註】
1) 拙稿「社会的判断力の育成をめざす社会科歴史学習
－歴史認識深まりに着目して－」
鳴門社会科教育学会編『社会認識教育学研究』第27号
,2012年，pp.11～20の研究をさす。
2) 梅津正美「歴史的分野の学習指導計画」社会認識教育
学会編『中学校社会科教育』学術図書，2010年，p.92
3) 前掲書１）pp.12～13
4) 前掲書１）pp.18～19
5) 前掲書１）p.19
6) 前掲書１）p.19
7) 論争問題としてルイ１６世の絶対王政をとらえている
文献としては
・安達正勝『物語フランス革命』中公新書，2008年がある。
